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湖東圏域における複数市町連携による
公共交通利⽤促進と

利⽤者増加に向けた10年間の取組
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湖東圏域はここです↓
• 滋賀県東部の彦根市・愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀
町 1市4町の協働で公共交通活性化協議会を構成
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• 取組前は路線バス
の利⽤者減少を受
けた路線バスの廃
⽌とモビリティの
喪失という
負のスパイラル状
態に陥っていた。

• 各市町の個々の取
り組みにとどまら
ず、湖東圏域で連
携して公共交通の
活性化に向けて取
り組む

（当時）
公共交通空白
地域が多く存在

※取り組み開始当初の路線図
（2009年時点）

湖東圏域の鉄道・バス交通網



複数市町協働による取組に⾄る経緯
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• 最初は各市町単独の取組
• 平成20年3⽉ 彦根市地域公共交通総合連携計画 策定
• 各町でもそれぞれ交通会議、交通計画を策定

彦根市公共交通活性化協議会を区域拡⼤

湖東圏域公共交通活性化協議会

•平成21年10⽉ 湖東圏域定住⾃⽴圏形成協定



主な取組
• バス路線⾒直し及びダイヤ改善
・JRのダイヤ改正に合わせた
⾒直し

・⼯業団地への直⾏系統の
新設など、具体的な需要を
狙った改善

– •予約型乗合タクシー
– 「愛のりタクシー」の運⾏
– ・すべての路線が総合病院、
– スーパー、鉄道駅に接続
– ・１時間に１便のダイヤ設定
–
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主な取組
– 毎年の総合時刻表作成と全⼾配布
– 駅チカ100円区間の設定
– ⾼校⽣限定の割安な定期券の企画
（⻘春フリー定期券）

– 公共交通ニューズレターの継続的発⾏
（市町広報紙に挟み込み）通算23号
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路線バス、愛のりタクシーともに利⽤者が増加

• 路線バス輸送⼈員推移

• 予約型乗合タクシー（愛のりタクシー）
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湖東圏域地域公共交通再編実施計画の概要
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 彦根市内においては、立地適正化計画に定める「都市機能誘導区域」「居住誘導区域」を中心に
市内の回遊性を高めるためのバス路線再編を実施。

 同一方面を運行する複数路線の混在を整理統合し、効率化と利便性向上の両立を図る。

 中山間地域及び著しく利用の少ないバス路線及び系統は、予約型乗合タクシー「愛のりタクシー」
へ移管し、効率性向上を図る。

著しく利用の少ないバス
路線を乗合タクシーへ移

管し効率性を向上

著しく利用の少ないバス
路線を乗合タクシーへ移

管し効率性を向上

中山間地域のバス路線を
乗合タクシーへ移管し効

率性を向上

彦根市内の回遊性を高めるための路線
再編（商業施設経由便を増加）

同一方面路線を統合す
ることによる車両運用効

率の向上

市立病院～県立大学
間の増便

同一方面を走行する複数
路線の統合

工業団地の通勤需要増
への対応のため増便

【再編実施による効果】

○彦根市中心部の都市機能誘導区
域及び居住誘導区域における運行
回数の増加（例：市立病院～県立
大学、商業施設、彦根城周辺の中
心市街地等）による利便性向上と
収支率改善

○多賀町方面の複数路線統合に伴
う輸送の効率化と工業団地通勤需
要増加への対応による収支率改善

○中山間地域及び著しく利用の少な
いバス路線の乗合タクシーへの移管
による効率化と公的負担額の削減



• 活性化協議会下部組織の幹事会、担当者会議の開催による
担当者同⼠の密な連携
– ⾏政とバス、タクシーの担当者、コンサルタントによる定期的な会議

（最後に）気を付けていること
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• 定期的で信頼性の⾼い情報提供 など


